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９
月
３０
日
３
年
目
と
な
る
生
協
強

化
月
間
の
皮
切
り
と
な
る
キ
ッ
ク
オ
フ

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
講
師
に
、
日
本
生
活
協
同

組
合
連
合
会
顧
問
で
あ
る
浅
田
克
己

氏
を
お
招
き
し
、「
生
協
運
動
の
い
ま
、

そ
し
て
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
に
、
日
頃
よ

り
地
域
で
活
躍
す
る
組
合
員
の
み
な

さ
ん
に
向
け
て
、
敬
意
と
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
会
場
が
一
体
感

に
包
ま
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
内
容
は
、
生
協
の
生
み
の
親

で
あ
る
賀
川
豊
彦
を
引
用
し
た
協
同

組
合
の
原
点
回
帰
か
ら
生
協
に
対
す

る
国
際
的
評
価
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て

の
お
話
で
、
最
後
ま
で
興
味
深
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
協
は
「
自
発
・
自
立
・
自
治
」
を

基
本
要
素
と
す
る
団
体
で
、
一
言
で
い

え
ば
助
け
合
い
の
組
織
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
全
国
組
織
の

強
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
、
阪
神

淡
路
震
災
や
東
日
本
大
震
災
時
の
迅

速
で
大
量
の
支
援
物
資
輸
送
や
救
援

活
動
に
表
れ
、
義
捐
金
の
取
り
組
み
に

お
い
て
も
そ
の
規
模
は
セ
ブ
ン
ア
ン
ド

ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
上
回
っ
た
と

伺
い
ま
し
た
。

　

協
同
組
合
が
持
つ
思
想
と
実
践
は
国

連
な
ど
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
連
の
お
話
を
聞
き
、
あ
ら
た
め

て
生
協
の
社
会
的
存
在
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
支
部
や

職
員
か
ら
の
一
言
ア
ピ
ー
ル
を
お
こ
な

い
、「
東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
の
歌
」

を
合
唱
。
歌
を
知
ら
な
い
方
に
は
戸
惑

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン

の
方
は
張
り
切
っ
て
歌
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

最
後
に
西
本
副
理
事
長
の
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
！
」
で
締
め
く
く
り
、
活
気

あ
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
組
織
責
任
者
　
目
々
澤
）

［1］2017年11月 No. 464あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）

2017年度生協強化月間 キックオフ集会開催
記念講演で生協の存在意義・価値を再認識 ！

堀
船
集
合
住
宅
支
部
長
挨
拶

当
生
協
13
番
目
の
支
部
が
誕
生
！

９
月
29
日
、堀
船
集
合
住
宅
支
部
結
成
集
会

　

９
月
２９
日
に
堀
船
集
合
住
宅
支
部

が
結
成
さ
れ
支
部
長
に
な
り
ま
し
た

羽
生
と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

集
合
住
宅
支
部
の
生
協
内
で
１３
番

目
の
支
部
と
し
て
、
存
在
を
少
し
で
も

多
く
の
組
合
員
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
様
、
支
部
運
営
委
員
さ
ん
、
職
員

の
方
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
で
お
り
ま
す
。

　

支
部
活
動
を
通
し
て
輪
を
大
切
に

し
、
さ
ら
に
大
き
な
輪
を
つ
く
っ
て

い
け
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。  

（
支
部
長
　
羽
生
ま
ち
よ
）

　

２
０
１
６
年
度
「
新
春
の
集
い
」
を

き
っ
か
け
に
、
堀
船
集
合
住
宅
支
部
準

備
会
が
発
足
し
３
名
の
発
起
人
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
第
１
回
目
運
営
会
議
を
行

い
、
学
習
会
企
画
に
つ
い
て
相
談
し
ま

し
た
。
３
月
３０
日
「
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
」
と
題
し
、
当
生
協
の
山
口

言
語
聴
覚
士
を
講
師
に
し
て
、
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

支
部
結
成
を
目
標
に
し
て
、
さ
ら

に
参
加
者
を
募
り
、
毎
月
１
回
の
運
営

会
議
で
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
７
月
に
暑
気
払
い
交
流
会
を
開
催

し
３０
名
の
参
加
者
を
募
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

機
関
紙
の
地
域
配
布
作
業
等
に
も

毎
回
数
名
の
運
営
委
員
さ
ん
が
参
加

し
て
く
だ
さ
る
様
に
も
な
り
ま
し
た
。

９
月
に
は
「
健
康
相
談
会
」
を
開
催
し

２０
数
名
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
会
議
で
の
相
談
を
重
ね
る
ご

と
に
、
少
し
ず
つ
活
動
に
参
加
頂
け
る

皆
さ
ん
が
増
え
、
９
月
２９
日
に
堀
船
集

合
住
宅
支
部
を
結
成
す
る
運
び
と
な

り
、
当
日
は
生
協
代
表
、
土
屋
理
事
長

よ
り
「
支
部
の
役
割
」
に
つ
い
て
お
話

も
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
数
ヶ
月
間
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
支
部
長
、
運
営
委
員
さ
ん
の
地
道

な
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
痛
切

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
堀
船

集
合
住
宅
支
部
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
役
員
紹
介
）

支
部
長
：
羽
生
ま
ち
よ
、
副
支
部
長
：

菊
地
吉
晴
・
金
田
あ
け
み
・
岡
崎
な
つ

子
、
会
計
：
伊
藤
悦
子
、
運
営
委
員
：

上
田
美
子
、
船
田
洋
子
、
余
語
隆
子

（
担
当
事
務
局
　
鈴
木
）

上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
が
誕
生

し
て
か
ら
５
ヶ
月
が
た
ち
名
前

は
香
香
（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
）
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
の

最
終
決
定
を
し
た
の
は
小
池

都
知
事
と
い
う
事
も
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
▼
そ
こ

で
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
に
つ

い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
▼
（
和

名
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
、

（
中
国
名
）
大
熊
猫
、（
分
類
）

食
肉
目 

ク
マ
科 

（
生
息
域
）
中

国
南
西
部
の
四
川
省
の
標
高

１
３
０
０
〜
３
５
０
０
メ
ー
ト

ル
。
野
生
で
は
ど
の
く
ら
い
生

き
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
そ

う
で
す
が
、
１５
年
か
ら
２０
年

程
度
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

▼
「
パ
ン
ダ
」
の
語
源
は
調
査

の
た
め
に
訪
れ
た
西
洋
人
が
現

地
の
人
に
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
を

指
し
て
「
あ
れ
は
何
だ
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
「
ネ
ガ
リ
ャ
ポ
ン

ヤ
」
竹
を
食
べ
る
者
と
教
え
ら

れ
、
こ
の
「
ポ
ン
ヤ
」
が
な
ま

つ
て
「
パ
ン
ダ
」
に
な
っ
た
と

い
う
の
が
一
般
的
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
▼
ま
た
、
１
８
６
９
年

に
「
白
と
黒
」
の
ク
マ
が
登
場

し
、
ど
ち
ら
も
竹
を
食
べ
る
こ

の
２
つ
の
動
物
は
大
き
い
方
が

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
小
さ
い

方
が
レ
ッ
さ
ー
パ
ン
ダ
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
▼
近
代
の
動
物

園
に
お
い
て
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
を
最
初
に
飼
育
し
た
の
は

１
９
３
６
年
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ

ゴ
動
物
園
で
す
▼
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
の
一
般
公
開
は
年
末
頃
の
見

込
み
だ
そ
う
で
す
▼
皆
さ
ん

も
足
を
運
ん
で
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
、
癒
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
（
鈴
）

コ
ラ
ム

聴
診
器

健康まつり
日程のお知らせ

日　時：１１月１２日（日） １０：００～１４：００
場　所：日本製紙物流・日刊スポーツ構内、
　　　　読売新聞社公開歩道
　　　　北区堀船４－２－２
最寄り駅：都電荒川線「荒川車庫前」下車徒歩５分
内　容： 健康チェック、医療相談、生協活動の発

表、模擬店企画、フリーマーケットもやり
ます

〈献血にご協力ください〉
北区赤十字奉仕団堀船分団のご協力を得て日本赤十字社
献血車が来ます。献血にご協力お願いします。

次回は年末・年始合併号です。
配布時期は通常より遅く、12月末から新年
になります。よろしくお願いします。
「生命の炎」編集委員会　

生協の歌を皆さんで合唱



生協本部・組織部連絡先
のご案内

宮の前診療所２５周年記念式典
のご案内！！

まちづくり委員会社保・平和部会
「ミニバザー」

インフルエンザ予防接種
のお知らせ

移転等の際に住所変更等のお届けがされない場合、生協からの機関紙などのお
知らせを発信しても、長期にわたって届かないということが発生します。そして、一定
期間(2年以上)医療生協との音信が途絶えた場合、医療生協はその組合員から
｢脱退の予告があったもの｣とみなし、定款第10条の２により、この事実を公告した
後、事業年度末に「自由脱退」したものとして事務手続きを進めます。住所や氏名
など変更がありましたら、速やかに医療生協にご連絡くださるようお願いします。

生協本部・組織部☎03-3911-2005

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
宮
の
前
診
療
所
利

用
委
員
会
で
す
。

　
前
回
（
29
年
9
月
）
以
降
の
虹
の
声
は
次
の
通

り
で
し
た
。

　
投
書
　
0 

件
　
委
員
か
ら
の
声  

1 

件
で
し
た
。

　
内
容
は
　
理
学
療
法
の
予
約
が
ス
ム
ー
ズ
に
取

れ
て
よ
か
っ
た
と
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
診
療
所
に
関
し
て
お
気
づ

き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
２９
年
１０
月
４
日
、
院
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
上

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
看
護

師
長
の
泉
さ
ん
に
講
義
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。「
高
齢
者
の
心
と
体
を
理
解

し
、
温
か
い
心
で
接
す
る
こ
と
、
相
手

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
聴
き
上
手
に
な

る
こ
と
、
安
全
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ツ
を
交
え
、
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、
認

知
症
の
方
へ
の
接
し
方
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

な
ど
質
問
も
あ
り
、
１１
名
の
参
加
者
で
有
意
義
な
会

と
な
り
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
に
感
謝
さ
れ
、
頼

り
に
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず

楽
し
く
続
け
て
ほ
し
い

で
す
…
…
。

受 付  窓口から皆さんへ
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お
鍋
が
特
に
美
味
し
く
感
じ
る
季
節
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

梶
原
診
療
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
、
診
療
を

短
縮
し
て
、
そ
の
時
間
を
職
員
の
会
議
・
勉
強
・
防
災

対
策
の
場
と
し
て
診
療
所
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
為

に
有
効
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
慢
性
疾

患
グ
ル
ー
プ
で
は
年
２
回
、
慢
性
疾
患
を
対
象
と
し
た

学
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
前
回
の
高
脂
血
症
学
習

会
に
引
き
続
き
、
平
成
３０
年
２
月
１
日
（
木
）
は
高
血

圧
症
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
は
「
高
血
圧
症
で
あ

る
方
」
「
参
加
人
数
は
１０
名
程
度
」
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士
と
、
病
気

や
食
事
の
事
、
運
動
に
つ
い
て
総
合
的
に
勉
強
を
致
し

ま
す
。
学
習
会
参
加
費
用
は
健
康
保
険
自
己
負
担
分
で

８０
円
〜
２
４
０
円
と
な
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
に
関
し

ま
し
て
は
処
置
室
の
看
護
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
梶
原
診
療
所 

後
藤
）

宮
の
前
／
診
／
療
／
所

利
用
委
員
会

掲
示
板
虹の声

転居・氏名変更、お亡くなりになった場合は医療生協にご連絡ください

歩
こ
う
会

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

日　

程
：
11
月
19
日（
日
）

行　

先
：
上
野
周
辺

集　

合
：
京
成
町
屋
駅
９
時

日　

程
：
12
月
1０
日（
日
）

行　

先
：
多
摩
動
物
公
園

集　

合
：
田
端
駅
9
時

日　

程
：
2
0
1
8
年 

1
月
14
日（
日
）

行　

先
：
七
福
神
め
ぐ
り

集　

合
：
田
端
駅
9
時

コ
ー
プ
の
な
か
ま・荒
川 

「
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」

日　

時
：
11
月
9
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
熊
ま
ね
き
堂 

　
　
　
　
　
（
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
熊
野
前 

中
程
）

参
加
費
：
無
料

「
自
分
の
死
を
考
え
る
会
」

東
尾
久
支
部

日　

程
：
11
月
1７
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら

場　

所
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

瓦
版

宮
の
前 

宮の前地区
●ふれあい粋、活き（いきいき） サロン「あっぷる会」健康チェック
日　時：11月9日（木） 午後1時30分～2時30分　　
場　所：あっぷる館（小台通り）

●西尾久東長寿会　健康チェック
日　時：11月18日（土） 午後1時～2時
場　所：西尾久東町会会館

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン さくらサロン宮の前
日　時：11月15日（水） 午後2時～3時
場　所：宮の前診療所２階 さくらの部屋
テーマ：「脳トレ」

●NO２測定のお知らせ
日　時：11月30日（木）～12月1日（金）

●放射線測定のお知らせ
日　　時：12月13日（水）
時　　間：9時30分
集合場所：生協本部前

掲 示 板

健康づくり委員会
地区共通

梶原地区

慢
性
疾
患 

学
習
会

生協への加入・脱退、住所変更・名
義変更や生協活動全般について
のお問い合わせは、下記の連絡先
までお願いします。

住 所 〒114-0004 
 東京都北区堀船3-30-16
 ☎03-3911-2005
 FAX03-5944-6015

宮の前診療所は、今年で創立25年を迎えました。これも地
域の皆様に支えていただいたおかげです。それを記念して
宮の前診療所25周年記念式典を開催することになりまし
た。記念講演や班、サークルなどの発表を行います。皆さん、
ぜひご参加ください。お待ちしています！！お申込みに関して
は、準備ができ次第ポスターなどでお知らせいたします。
日時：平成30年1月31日（水） 午前11時から
場所：サンパール荒川 小ホール　
会費：１，０００円（申込み時）
内容：第一部 記念講演  
　　　第二部 記念式典･懇親会･アトラクション発表
宮の前診療所 ☎03-3800-7111（担当：北條）

◎物品提供のお願い
11月12日（日）健康まつりの社保・平和部会コー
ナーで「ミニバザー」を行います。ご自宅で使わず
眠っている未使用品（新品）がありましたら、ご提
供をお願いします。なお、なまもの、合成洗剤、瀬
戸物、大型品、電化製品はご遠慮ください。収益
は、学習会や災害義捐金等に活用いたします。

＊受付期間：11月8日（水）まで
＊受付場所：生協本部（北区堀船3-30-16）
　　　　　  旧在宅サポートセンター

☎03-3911-3684（担当：天沼）

本年は国の方針決定が遅れた関係で、ワクチンの製造が
間に合わず、製造本数が減少の上、入荷も遅延し、皆さま
には、大変ご迷惑をおかけしております。
当生協診療所でも開始日を遅らせても、まだ、接種が困難
です。各診療所で対応しておりますので、詳しくは、おかかり
の診療所へお問い合わせ下さい。

組合員料金 ……12歳以下 一回2,000円
 13歳以上 一回3,000円
非組合員料金 …全年齢 一回5,200円
65歳以上の方で東京23区内にお住まいの方は、区の助
成もご利用いただけます。ご不明な点は、おかかりの診療
所へお問い合わせ下さい。



　

９
月
８
日
、
梶
原
診
療
所
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
大
切
な
行
事
「
ご
長
寿

を
お
祝
い
す
る
会
」
を
開
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
初
め
て

小
台
宮
城
支
部
の
真
光
（
ま
さ
み

つ
）
会
、
繁
水
（
は
ん
す
い
）
会
の

皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
唄
に
踊

り
、
太
鼓
、
三
味
線
、
尺
八
と
間
近

で
味
わ
う
迫
力
に
、
ご
利
用
者
の
皆

様
、
職
員
一
同
、
一
瞬
で
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
懐
か
し
い

ね
」「
こ
れ
知
っ
て
る
！
」
と
一
緒
に

歌
い
、
踊
り
、
楽
し
く
素
敵
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
真

光
会
、
繁
水
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
様
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご

し
て
下
さ
る
方
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
歌
、

演
奏
等
を
披
露
し
て
下
さ
る
方
々
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
梶
原
診
療
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

大
瀧
）

　

私
た
ち
の
目
標
は
、
ふ
れ

あ
い
ク
レ
ド
「
健
康
づ
く

り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
組
織

づ
く
り
」
と
い
っ
た
、
ふ
れ

あ
い
の
〝
わ
〞
で
、「
あ
な
た

が
主
役
で
い
ら
れ
る
ま
ち
」

と
い
う
未
来
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。

　

日
々
の
仕
事
や
活
動
に
対

し
て
、
医
療
生
協
の
職
員
、

組
合
員
は
１
人
１
人
そ
れ
ぞ

れ
に
強
い
思
い
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う

い
っ
た
目
標
は
、
１
人
の
医

師
、
１
つ
の
部
門
や
、
１
つ

の
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
活
動

は
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
内
外
の

人
々
と
の
協
力
・
連
携
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
経
営
に
お
い
て
重
要

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
日
本
語

に
訳
す
と
「
利
害
関
係
者
」

と
な
り
ま
す
。
硬
い
言
葉
に

感
じ
ま
す
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
は
、
企
業
に
お
け

る
、
株
主
、
消
費
者
（
顧

客
）、
従
業
員
、
そ
し
て
取

引
先
企
業
、
地
域
社
会
な
ど

も
含
む
広
い
概
念
で
す
。
生

協
に
と
っ
て
は
、
組
合
員
、

職
員
、
取
引
先
企
業
、
関
係

他
団
体
、
行
政
（
区
や
東
京

都
）
な
ど
が
主
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
あ
ら
ゆ
る
仕
事
、
社
会

的
な
活
動
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
協
力
の
も
と
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
を
大
切
に
し
、

感
謝
と
尊
敬
の
気
持
で
接
す

る
事
が
、
経
営
改
善
・
社
会

的
な
使
命
を
果
た
し
て
い
く

上
で
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「〝
あ
な
た
〞
が
主
役

で
い
ら
れ
る
ま
ち
」
は
、
一

部
の
職
員
や
組
合
員
の
努
力

だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
人
が
、
い
き
い
き

と
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
助
け

合
う
ま
ち
づ
く
り
。
そ
ん
な

ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
の
実
現

は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
協
力
・
連
携
に
よ
っ
て
実

現
で
き
る
も
の
で
す
。
あ
ら

た
め
て
、
人
と
人
と
の
「
ふ

れ
あ
い
の
〝
わ
〞」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
当
生
協
に

は
ぴ
っ
た
り
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。（

梶
原
診
療
所
　
山
根
）

■サロン「かあさんの茶の間」＝毎週火・木曜日 午後1時～午後5時・みらいハウス梶原

［3］2017年11月 No. 464あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）

在宅の窓 Vol.91

「
ふ
れ
あ
い
の〝
わ
〞」を

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
つ
く
る

連 載⑧

〝
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
〞チ
ー
ム
よ
り

整形外科医 本池 孝二知って得する
慢性腰痛について❷
　前回、慢性疼痛を和らげる下行性疼痛抑制路
の中枢＝左大脳・前頭葉の「DLPFC（背外側前
頭前野）」について述べてきました。この仕組みが
あるため、腰痛にかぎらず痛みが気にならなくなっ
たり我慢できたりするのです。
　ところが、この仕組みを働かないようにして、痛
みを長期化させてしまうのが過去に経験した激
しい痛みに対する恐怖心とそれゆえの過度の
腰の安静。
　この呪縛から解放することが、慢性疼痛改善
の第一歩です。

１）考え方の見直し：患者さんの中には、初診時、
自分で歩けず車椅子介助で寝おきもままなら
ない状態で来られ、治療によって、杖歩行なら
一人でこれるようになっても、「良くなりましたか？」
と尋ねると「痛くて、痛くて…」と訴え続ける方
がいます。このように痛みがゼロにならないと気
が済まない患者さんもいます。「全か無ではなく
て、ほどほどでOK」、「痛みが減ってこんなこと
もできるようになった」と、考え方を前向きに変え
ることも大事です。

２）痛いからと「過度に安静」にすることも考えもの
です。適度な運動が大切で、「腰痛が治ってき
たら自転車に乗ってみたいな」と思っていらっ
しゃるならチャレンジしてみましょう。

３）薬は、痛んでいる腰痛を鎮める消炎鎮痛剤と、
DLPFCの働きを高める「脳に作用する」薬を
併用します。「脳に作用する」薬には、神経障
害性疼痛治療剤（リリカ、サインバルタ）と弱オピ
オイドがありますが、これは主治医と良く相談し
て、お体に合う薬を処方してもらいましょう。

　NHKと東大の松下浩医師が取り組んだ面白
い実験を紹介しましょう。
第一弾：映像を利用した脳のリハビリ
　「腰痛は怖くない」映像を通じて正しい知識で
恐怖心を和らげ、DLPFCの活性化を図るために、
慢性腰痛の協力者175名に一連の映像を10日間
繰り返し見てもらったところ、「良くなった」が38％。
第二弾：ある姿勢・運動によって恐怖の払拭
　第一弾で「改善なし」の方のうち協力者70名に
簡単な運動（腰反らし１回３秒を10回）指導したと
ころ「良くなった」が46％。
第三弾：認知行動療法
　第一・二弾でも良くならなかった方には専門家
を交えて個別のストレス、恐怖心対策を行う傍ら、
個別の運動指導を集中的に実施。
　私たちは専門の心理士ではありませんから、第
三弾を実施することはできませんが、こうした慢性
疼痛に対する最新の知見に立ち、皆様の悩みに
寄り添って治療するよう心がけていますので、お悩
みの方はどうぞ気軽にご相談くださいね。
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催
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６
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催
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８
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診
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０
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延
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０
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協
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①
７
月
度
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
②
職
員
入
職
人
事
に
つ

い
て
③
新
５
カ
年
計
画
「
わ

く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
委

員
会
名
称
変
更
に
伴
う
理
事

会
規
則
の
変
更

員
会
名
称
変
更
に
伴
う
理
事

会
規
則
の
変
更

2017年度

理事会
から

慢性腰痛の治療

考え方の見直し
適度な運動

楽しいと感じることを行う
脳に作用する薬
痛み止めの薬

ある特定の果物や野菜を食べることにより、口、唇、喉などの口腔粘膜やその周辺
組織にイガイガ感などのアレルギー症状が起きる症候群です。口腔アレルギーの多
くは花粉症に合併しています。原因は花粉症の原因物質と似た物質が食物に含ま
れていることからこの現象が起こるといわれています。花粉症を発症してから、その
後に本症を発症することが多いようです。このため、乳幼児期よりも学童期以降の
発症が主となります。幼児では花粉症よりも先に本症が発症することもあります。
子どもは、「気分が悪くなる」「嫌い」と表現することもあり注意が必要です。

キ
ッ
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル

「
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー

  

症
候
群
と
は
」 vol.65

1. スギ、ヒノキ～トマト　2.ハンノキ、シラカンバ～バラ科、ウリ科、その他
3. ブタクサ～スイカ、メロン、トマト、ジャガイモ、キュウリ、バナナなど
4. ヨモギ～人参、セロリ、レタス、ピーナッツ、トマト、キウイなど
　 注 ： バラ科とは（リンゴ、桃、梨、ビワ、サクランボ、イチゴなど）
　　　 ウリ科とは（メロン、スイカ、キュウリなど）

花粉症の人は次のような関連する食物に注意してください。

　

９
月
８
日
、
梶
原
診
療
所
デ
イ



吉田 恵美子さんの作品
「母さんの茶の間」で絵手紙を教えて下さる事
を聞いて、参加させていただきました。楽しくて
楽しくて!

　

９
月
９
日
（
土
）、
第
１
回
目
の
赤
ち
ゃ
ん
木
育
広
場
親
子

サ
ロ
ン
が
梶
原
診
療
所
２
階
リ
ハ
ビ
リ
室
に
て
開
催
さ
れ
、
１２

名
の
子
供
た
ち
（
０
〜
３
歳
）
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
昨
年
の
子
育
て
教
室
の
卒
業
生
や
、
機

関
紙
配
布
員
さ
ん
の
ご
家
族
、
小
児
科
室
前
の
チ
ラ
シ
や
い

の
ち
の
炎
の
告
知
を
見
て
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
、
様
々
な
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
木
育
広
場
は
、
サ
ミ
ッ
ト
株
式
会

社
（
ス
ー
パ
ー
の
会
社
）
と
、
公
益
財
団
法
人
オ

イ
ス
カ
（
環
境
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
N
G
O
）

と
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
共
同
企
画
に
よ

る
、
国
産
の
木
材
を
活
用
し
た
、
子
供
の
成
長

を
促
す
お
も
ち
ゃ
を
広
げ
る
活
動
で
す
。
北
区
内

か
ら
公
募
・
選
考
の
も
と
、
１０
団
体
に
木
の
お
も

ち
ゃ
を
寄
贈
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
木

育
広
場
を
一
緒
に
広
げ
よ
う
と
い
う
企
画
に
、
当

生
協
「
子
育
て
教
室
」
か
ら
応
募
し
、
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
は
、
ど
れ
も
素
敵
な
も
の
ば

か
り
で
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
面
白
い
ー
！
」

「
わ
ぁ
ー
可
愛
い
ね
！
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
地
域
の
親
子
が
あ
た
た
か
み
の
あ
る

「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
、
交
流

す
る
場
作
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
１
〜
２
ヶ
月
に
１
回
程
の
定
期
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
日
程
ご
案
内
は
診
療
所
や
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
掲
示
、
機
関
紙
な
ど
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
程
等
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
梶
原
診
療
所
0
3ｰ

3
9
1
1ｰ

5
1
7
1

　
　
医
事
課
　
子
育
て
教
室
担
当
　
山
根
ま
で

　

当
生
協
に
は
約
５０
の
班
が
あ
り
、
そ
の
班
同
士
の

懇
談
会
を
９
月
２５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
１７
名
。
日
頃
の
活
動
報
告
や
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
体
を
使
う
卓
球
や
体
操
の
班
、
頭

を
使
う
脳
ト
レ
や
麻
雀
の
班
、
趣
味
を
楽
し
む
裁
縫

や
編
み
物
、
朗
読
や
歌
を
歌
う
班
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

班
が
あ
り
、
月
１
回
開
催
す
る
班
も
あ
れ
ば
、
年
１

回
開
催
す
る
班
も
あ
り
形
も
様
々
で
す
。

　

３
年
以
上
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
班
が
ほ
と

ん
ど
で
、
９３
歳
の
参
加
者
が
い
る
班
も
あ
り
ま
す
。

以
前
は
１
０
０
班
以
上
あ
り
、
地
域
の
組
合
員
が
隣

近
所
３
人
以
上
集
ま
っ
て
班
を
作
り
、
班
会
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
り
、
医
師
や
看
護
師
か
ら
生
活

習
慣
病
な
ど
の
話
を
聞
き
、
自
分
の
健
康
を
守
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
が
ん
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
て
実
際
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
例

も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
共

通
の
テ
ー
マ
で
集
う
班
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
懇
談
会
参
加
者
の
中
に
、
何
か
始
め
た
い

け
ど
何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
班
や

サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹
介
さ
れ
て
参
加
し
て
み
た
ら

楽
し
く
て
、
今
も
継
続
し
て
い
る
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
班
」
は
、
み
な
さ
ん
の
願
い
を
実
現
す
る
取
り

組
み
の
出
発
点
で
す
。
自
分
の
特
技
や
趣
味
を
生
か

す
場
を
探
し
て
い
る
方
、
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
、「
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
み
た
い
！
」「
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
！
」
と
い
う
思
い
を
、

班
会
を
通
し
て
実
現
し
ま
し
ょ
う
‼ 

（
組
織
担
当
　
丸
山
）

赤
ち
ゃ
ん
木
育
広
場
開
催
さ
れ
る

■「生命の炎」づくりにあなたの知恵と力を貸してください（編集委員を募集中）☎03-3911-3630 天沼まで

宮の前レクダンスサークル
宮の前レクダンスサークルは、ダンスを通じて体力・筋力づくりを行い、健康増進と相互
の交流を図ることを目的として、２００８年に発足しました。
会員数は約２０名。毎週月曜日の午前
中に、尾久区民事務所３階にて活動を
行っています。講師を務める相田さん
は、常に新曲や新しい振り付けを指導
し、みなさんいつまでも若々しく、健康ま
つりや新春のつどいで艶やかなダンス
を披露してくれます。

班・サークル活動紹介 ❺

2017年度生協強化月間

社保平和部会では、「葬儀」に関しての連続の講座、平和の大切さ
を考える「資料館」見学会を開催します。お気軽にご参加ください。

くらしと平和スクール
連続講座のお知らせ

まちづくり委員会 社保・平和部会主催
北区堀船３－３０－１６　☎３９１１－３６８４（担当 天沼）

「知って得する
  エンディングノート活用術」

「エンディングノート」を使って、だれでもが、自分らしく、楽しく、終活を準備す
る方法について学びます。

時 間：午後２時から４時　　場 所：ふれあいセンターＡホール
講 師：コープデリ生活協同組合連合会 （株）コープサービス 西澤元市さん

第1回
１１/１７（金）

「納得の葬儀を行うための
  基礎知識」

ご自身やご家族が納得できる「葬儀」から「遺骨の行方」までの基本的な知識に
ついて学びます。

時 間：午後２時から４時　　場 所：ふれあいセンターＡホール
講 師：コープデリ生活協同組合連合会 （株）コープサービス 西澤元市さん

第2回
１2/１（金）

「平和祈念展示資料館」
  見学会（新宿）

【平和祈念展示資料館（新宿住友ビル内）は、さきの大戦における、兵士、戦後強制抑留者
および海外からの引揚者の労苦について、実物資料、グラフィック、映像、ジオラマなどを戦
争体験のない世代にもわかりやすく展示しています】 

10月22日投票の衆議院選挙では、憲法9条を含む改憲が争点のひとつにな
りました。平和憲法の意義を再認識ための「資料館」見学を行います。
（入場料：無料、交通費：参加者負担）

集 合：東京メトロ南北線王子駅改札口前　午前９時３０分

第3回
１2/12（火）

［2］2017年11月あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 464

⑥

絵手紙・写真・手芸作品を毎号交互に紹介していき
ます。組合員さんの日頃の精進にご期待ください。

班長懇親会で活動内容を共有


